
％表3－6「市長への手紙」投稿内容別の順位4
6
　
市
民
の
市
政
要
望

市
民
の
市
政
要
望

●
「
物
価
」
「
医
療
」
に
強
い
要
望

　
昭
和
四
十
年
代
の
な
か
ば
頃
ま
で
、
正
確
に
い
え
ば
四
六
年
度
ま

で
は
、
「
市
長
へ
の
手
紙
」
で
市
民
が
市
に
要
望
し
て
く
る
も
の
の

第
一
位
は
道
路
舗
装
で
あ
っ
た
。
第
二
位
以
下
に
も
下
水
道
、
道
路

補
修
な
ど
、
都
市
の
物
的
な
面
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
だ
が
四
七
年

か
ら
あ
と
、
上
位
の
順
位
は
毎
年
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
問
題
領

域
も
福
祉
、
図
書
館
、
下
水
道
、
学
校
施
設
、
公
園
な
ど
、
広
い
範

囲
に
及
ん
で
い
る
（
表
３
－
６
）
。

　
こ
れ
は
「
市
長
へ
の
手
紙
」
で
自
分
か
ら
市
政
に
発
言
す
る
市
民

の
要
望
で
あ
っ
て
、
手
紙
、
相
談
室
等
の
広
聴
手
段
を
利
用
す
る
市

民
は
全
市
民
の
二
～
三
割
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
、
市
民
意
識
調
査
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
五
七
頁
・
表
3
－
1
1
）
。
そ
こ
で
市
政

に
発
言
し
な
い
市
民
も
含
め
て
、
全
市
民
が
抱
い
て
い
る
要
望
を
市

民
意
識
調
査
で
み
る
と
、
物
価
が
い
ぜ
ん
大
き
な
問
題
で
あ
る
の
を

始
め
、
病
院
・
医
療
、
下
水
道
な
ど
が
、
こ
の
二
年
ほ
ど
上
位
を
占

め
て
い
る
（
表
3
－
7
）
。

　
市
民
の
市
政
へ
の
要
望
の
推
移
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
み
た
い
。



図3－10　市民の市政への評価と要望, 3年間の推移（50年→53年） 47
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図
3
－
1
0
は
、
市
民
意
識
調
査
に
表
わ
れ
た
市
民
の
市
政
へ
の
要
望

と
評
価
が
、
五
〇
年
秋
か
ら
五
三
年
秋
に
か
け
て
、
三
年
間
で
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
か
を
示
し
た
も
の
だ
。
タ
テ
軸
に
「
最
近
よ
く
な

っ
た
も
の
」
（
評
価
）
、
ヨ
コ
軸
に
「
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
も

の
」
（
要
望
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
評
価
が
高
く
て
要
望
が
低
い
の
は
ゴ
ミ
収
集
、

か
な
り
評
価
が
高
く
て
要
望
の
低
い
も
の
に
、
水
道
、
通
勤
・
通
学

・
買
物
道
路
や
歩
道
の
整
備
、
鉄
道
・
地
下
鉄
の
便
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
中
で
は
「
水
道
の
水
の
確
保
」
の
評
価
が
大
き
く
伸
び
て
い
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。
九
州
の
水
不
足
で
横
浜
の
水
道
が
改
め
て
見
直

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
反
対
に
、
と
く
に
要
望
が
強
く
て
評
価
の
低
い
も
の
は
、
「
物
価

や
消
費
者
対
策
」
「
病
院
や
救
急
医
療
対
策
」
「
老
人
福
祉
」
な
ど

だ
。
「
物
価
」
は
こ
の
三
年
で
評
価
が
下
り
、
「
救
急
医
療
」
は
評

価
が
上
っ
て
い
る
。
「
老
人
福
祉
」
は
評
価
は
変
ら
ず
、
要
望
が
増

え
て
い
る
。
評
価
が
高
く
て
要
望
も
強
い
も
の
は
「
下
水
道
」
だ
。

そ
の
ほ
か
、
評
価
が
高
ま
っ
た
も
の
に
「
市
の
中
心
部
や
駅
周
辺
の

整
備
」
「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
、
要
望
の
増
え
た
も
の
に
「
身
障

者
福
祉
」
「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」
「
文
化
的
な
施

設
」
「
自
動
車
規
制
や
交
通
安
全
対
策
」
「
中
小
企
業
や
そ
こ
で
働

招
　
市
民
の
市
政
要
望

く
人
へ
の
対
策
」
な
ど
、
要
望
が
減
っ
た
も
の
に
「
公
害
対
策
」

「
買
物
道
路
や
歩
道
」
な
ど
が
あ
る
。
「
緑
」
「
公
園
」
は
ど
ち
ら

も
評
価
が
下
り
要
望
が
増
え
て
い
る
。

●
若
い
男
性
に
要
望
の
強
い
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」

　
五
三
年
秋
の
調
査
に
表
わ
れ
た
市
民
の
市
政
要
望
を
い
く
つ
か
の

属
性
別
に
み
る
と
（
図
表
は
省
略
）
、
性
・
年
齢
別
に
み
て
、
「
ス

ポ
ー
ツ
施
設
」
は
若
い
男
性
に
と
く
に
要
望
が
強
く
、
「
横
浜
ら
し

い
都
市
づ
く
り
」
は
年
齢
を
問
わ
ず
女
性
よ
り
男
性
に
要
望
さ
れ
て

い
る
。
「
身
障
者
福
祉
」
は
若
年
者
ほ
ど
、
「
老
人
福
祉
」
は
高
齢

者
ほ
ど
、
要
望
が
や
や
多
く
な
る
傾
向
だ
。

　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
に
み
た
も
の
で
は
、
「
公
園
整
備
」
「
病
院

・
救
急
医
療
」
「
教
育
施
設
の
整
備
」
は
、
小
中
学
生
の
親
が
い
ち

ば
ん
強
く
要
望
し
て
い
る
。
「
保
育
所
」
を
強
く
要
望
し
て
い
る
の

は
第
一
子
就
学
前
の
親
だ
。

　
職
業
別
に
み
る
と
、
「
幹
線
道
路
」
は
生
産
工
程
従
事
者
、
「
中

小
企
業
や
そ
こ
で
働
ら
く
人
の
た
め
の
対
策
」
「
働
く
場
所
の
確
保

や
経
済
の
振
興
」
は
自
営
業
者
、
販
売
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
、
学
生
な

ど
に
要
望
が
強
い
。



49

市
民
の
生
活
意
識

表3－8　市民意識調査に表われた市民の市政要望一地域別（53年10月）

図3－11　市長への手紙の地域別（52年度）

●
臨
海
部
で
「
老
人
福
祉
」

　
周
辺
部
で
「
医
療
」

　
五
二
年
度
の
「
市
長
へ
の

手
紙
」
を
大
き
く
市
街
地
区

と
周
辺
区
に
分
け
て
み
る
と

（
図
3
－
1
1
）
、
福
祉
問
題

や
緑
、
バ
ス
・
地
下
鉄
は
市

街
地
区
の
ほ
う
が
多
く
、
建

築
関
係
は
周
辺
区
の
ほ
う
が

多
い
。
道
路
舗
装
は
上
位
五

つ
か
ら
は
姿
を
消
し
た
が
、

補
修
・
舗
装
・
安
全
施
設
な

ど
道
路
関
係
を
ひ
と
ま
と
め

に
す
る
と
、
い
ぜ
ん
市
民
の

要
望
に
は
根
強
い
も
の
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
旭
、
緑

戸
塚
な
ど
市
街
化
の
激
し
か

っ
た
区
か
ら
の
手
紙
が
多
い

の
を
は
じ
め
、
市
街
地
区
、

周
辺
区
を
問
わ
ず
市
民
の
関



心
は
高
い
。
ま
た
道
路
・
下
水
道
問
題
が
一
・
二
位
を
占
め
て
い
る

の
は
旭
、
磯
子
、
港
北
、
戸
塚
の
四
区
で
あ
る
。

　
一
方
、
五
三
年
の
市
民
意
識
調
査
に
表
わ
れ
た
要
望
を
、
臨
海
部
、

中
間
部
、
周
辺
部
ご
と
に
上
位
五
つ
ま
で
を
掲
げ
る
と
、
表
３
－
８

の
よ
う
に
な
る
。
四
六
頁
の
全
市
の
要
望
と
比
べ
る
と
、
臨
海
部
で

は
「
老
人
福
祉
」
「
公
害
防
止
」
、
中
間
部
で
「
公
園
」
、
周
辺
部

で
「
病
院
・
医
療
」
「
交
通
安
全
」
が
、
全
市
よ
り
順
位
が
高
く
な

っ
て
い
る
。

地
域
社
会
へ
の
関
心
と
活
動

●
三
割
が
親
密
な
近
所
づ
き
あ
い

　
横
浜
は
新
し
い
住
民
が
多
く
て
地
域
社
会
が
あ
ま
り
育
っ
て
い
な

い
と
よ
く
い
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
ど
う
か
。

　
日
常
の
近
所
づ
き
あ
い
で
「
あ
い
さ
つ
ぐ
ら
い
は
す
る
」
人
が
三

九
％
、
「
立
ち
話
ぐ
ら
い
」
が
二
三
％
で
、
浅
い
つ
き
あ
い
の
人
が
多

い
。
そ
の
中
で
約
三
割
の
人
が
「
気
の
合
っ
た
人
と
親
し
く
」
（
一
七

％
）
し
た
り
、
「
相
談
や
助
け
合
い
」
（
一
四
％
）
と
い
う
か
な
り
親
密

な
近
所
づ
き
あ
い
を
し
て
い
る
（
図
3
l
1
2
）
。
居
住
年
数
が
長
い
ほ

5
0
　
地
域
社
会
へ
の
関
心
と
活
動

ど
つ
き
あ
い
は
深
く
、
ま
た
男
性
よ
り
女
性
の
ほ
う
が
、
男
性
で
は

高
年
齢
者
ほ
ど
つ
き
あ
い
は
深
い
が
、
女
性
は
あ
ま
り
年
齢
差
が
な

い
。
地
域
別
で
は
周
辺
部
よ
り
臨
海
部
の
ほ
う
が
深
い
。

　
こ
れ
は
つ
き
あ
い
の
程
度
を
大
づ
か
み
に
答
え
て
も
ら
っ
た
も
の

だ
が
、
も
っ
と
具
体
的
に
た
ず
ね
る
と
（
図
3
l
1
3
）
、
あ
い
さ
つ

は
九
割
以
上
の
人
が
し
て
お
り
、
立
ち
話
も
半
分
て
い
ど
の
人
が
し

て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
の
こ
と
に
な
る
と
、
し
て
い
る
の
は
Ｉ
～
三

割
ほ
ど
の
人
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
で
は
、
「
立
ち
話
」

「
日
用
品
の
貸
借
り
」
「
子
供
の
世
話
」
の
三
つ
は
、
子
供
が
で
き

た
段
階
で
急
に
増
え
、
子
供
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
減
っ
て
い
く
の

が
興
味
深
い
。
病
人
の
世
話
や
葬
式
・
祭
り
の
世
話
な
ど
は
子
供
が

成
長
し
た
段
階
の
人
の
ほ
う
が
よ
く
や
っ
て
い
る
。

　
ほ
ん
と
う
は
ど
う
い
う
つ
き
あ
い
方
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
か

と
い
う
意
識
（
図
表
は
省
略
）
は
、
「
あ
い
さ
つ
く
ら
い
」
一
七
％
、

「
立
ち
話
く
ら
い
」
三
〇
％
、
「
気
の
合
っ
た
人
と
親
し
く
」
一
九

％
、
「
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
」
三
二
％
と
、
現
実
の
つ
き
あ
い
よ

り
も
積
極
的
で
あ
り
、
性
・
年
齢
や
居
住
年
数
に
よ
る
差
は
あ
ま
り

な
い
。
そ
し
て
希
望
と
現
実
の
関
係
を
み
る
と
、
希
望
よ
り
も
浅
い

つ
き
あ
い
の
人
が
か
な
り
お
り
、
今
後
市
民
の
定
住
化
が
進
む
に
つ

れ
て
つ
き
あ
い
が
深
ま
る
か
ど
う
か
、
注
目
さ
れ
る
。




